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内容の要旨および審査の結果の要旨
嗅覚系は哺乳行動を司る感覚系として比較的早期に発達するという想定のもとに，嗅覚伝導路（嗅上皮，
嗅球，外側嗅索７梨状葉皮質）の発達をラットで検討した●嗅上皮の発達の指標として嗅上皮の厚さと細
胞層の数を光学顕微鏡観察下で定量した。その結果,膜上皮の平均の厚さは胎生19日群では84αｍ，生後
０日群では94αｍ，生後10日群では981ｕｍ，成熟群では57,ｕｍであった。嗅上皮の細胞層の平均数は胎生
19日群で７，生後０日群で８，生後10日群で10,成熟群で７であった。生後0日から生後10日にかけて嗅
上皮は急速に厚くなり，その後成熟期に至るまで嗅上皮の厚みと細胞層の数は逆に減少した。嗅球に達す
る軸索をもつ嗅細胞の数を発達の指標とするために，嗅球に逆行性トレーサーを注入することにより標識
0ｊ、
される嗅細胞の数を定量し標識率を求めた結果，生後３日群の標識率は34％，生後10日群の標識率は50％，
成熟群の標識率は78％であった。この結果は嗅球を除去することにより変性，脱落する嗅細胞の減少率と
ほぼ一致した。脳内嗅覚伝導路における１次中枢の発達の指標としてプ嗅球糸球体層におけるシナプスの
密度を，２次中枢の発達の指標として梨状葉皮質Ｉ層におけるシナプス密度を電子顕微鏡を用いて定量し
た●嗅球におけるシナプス密度の成熟群に対する百分率は胎生19日群で６％，生後０日群で16％が生後１０
日群で57％であった。また，梨状葉Ｉ層におけるシナプス密度の成熟群に対する百分率は胎生19日群で５
．：0％6生後０日群で13％，生後10日群で37％であった。嗅球と梨状葉皮質の間の経路である外側嗅索の発達
の指標として，その有髄線維の数を電子顕微鏡を用いて定量した。成熟群の有髄線維の密度に対する百分
%◆
率は生後５日群で０％，生後10日群で15％，生後21日群で74％であった。以上のことから，生後早期の嗅
上皮は嗅球に軸索を伸ばしていない未熟な嗅細胞を多く含んでいること，また，嗅球でのシナプス形成は，
梨状葉でのシナプス形成に先行しておこることが明らかになった。
以上，本論文は神経解剖学，感覚生理学ならびに鼻科学の発展に貢献する価値ある論文と評価された。
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